
再評価 【番号３】

広域営農団地農道整備事業
徳島東部３期地区



１．事業概要



２．前回評価時以降の状況（１）

完成区間
モノレールが設置されたり、農道から樹園地への乗り入れが可能なり、
営農の利便性が向上している。

広域農道
（整備済区間）

モノレール設置

農道から直接乗り入れ



２．前回評価時以降の状況（２）

徳島県

アンカー工

軽量盛土

下部土
（作業構台）



３．地区の状況（１）

営農の状況

農道沿線では果樹（蜜柑）や花卉（ナンテン）の栽培が行われ、
広域農道を利用して、集出荷場へ搬出されている。

（１－２工区）

果樹（蜜柑） 果樹（花卉）

広域農道
（整備済区間）

広域農道
（整備済区間）



３．地区の状況（２）

徳島県

営農状況

農道を利用することにより、
「通作」や「農産物・資材など」の運搬に要する経費が節減されている。

（１－２工区）



３．地区の状況（３）

徳島県

多面的効果

農道整備によって、農地保全や山腹崩壊の抑止が
図られる

（１－２工区）

緊急輸送路を補完する農道

災害時には集落の孤立化を防止し、緊急輸送路を補
完する道路としてのとしての役割を期待される

（１－５工区）

広域農道
（整備済区間） 広域農道

（整備済区間）



徳島県

起業用地は取得済み

工事の進行に伴い立木補償

４．用地取得状況



５．残事業と今後の見通し

１－５工区 橋梁工 施工状況

広域農道（整備済）橋梁工（施工中）



６．短期的な投資効果

施工済

施工予定

１－５工区

１－３工区

短期的な投資効果
総費用・総便益 ： １．２５



７．現時点における事業効果の検証

１ 効果発現状況の検証

２ 社会経済情勢の変化

３ 現時点における事業効果の検証 総費用・総便益 ： １．２０



８．費用対効果

総便益 ／ 総費用 ＝１.０６総便益 ／ 総費用 ＝１.０６

総 便 益
１ 維持管理費節減効果
２ 営農経費節減効果
３ 営農に係る走行経費節減効果
４ 一般交通等経費節減効果
５ 多面的機能の発揮に関する効果

814億2,465万9千円

総 費 用

事業効果発現に必要な費用

768億9,725万1千円

事 業 継 続事 業 継 続

■今後の対応方針（案）


